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認知スタイルの違いが感情的情報処理に与える影響の検討 
－感情的修飾句付加名詞の偶発再生課題を用いて－ 
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本研究では，語の再生に焦点をあてて認知スタ

イルと学習成績の関連を検証する。一般的に，視

覚型では情報処理に視覚イメージを用いる傾向が

あるとされている。一方，言語型では言語的手が

かりを用いる傾向があるとされている。これらの

違いに加えて，視覚型では感情的な報告がされや

すいことも示されている。これらを考え合わせる

と，具体的で感情的な刺激を評定させ，偶発再生

課題を課すような状況を設定すると，イメージと

感情の影響を受けて視覚型と言語型の成績に差が

みられると予想される。そこで，本研究では感情

的修飾句付加名詞を用いて，偶発再生課題を行う

こととした。また，従来の認知スタイルの分類に

加え，神経心理学的研究から報告されている視覚

情報処理の違いに基づいた新たな認知スタイルの

分類を考慮した（ e.g., Kozhevnikov, Kosslyn & 

Shephard, 2005）。 

方法 

実験参加者 計 207 名の大学生が実験に参加した

（平均年齢は 19.6 歳，SD=3.4）。 

材料 認知スタイルを測定する 3 種類の質問紙①

Verbalizer-Visualizer Questionnaire（以下，VVQ；

Richardson, 1977）；15 項目，2 件法②Style Of  

Processing（以下，SOP；Terry, 

Michael & Susan, 1985）；22 項

目，4 件法③日本語版 OSIQ

（以下，J-OSIQ；Kawahara & 

Mastuoka, 2011）；30 項目，5

件法。偶発再生課題では，19

語からなる 3 種類のリストが

用いられた。そのうち，ポジ

ティブ・ネガティブ条件では

統制条件の語に感情的修飾句

を付加したリストが用いられ

た。 

手続き 実験は集団で行われた。偶発再生課題は

語の感情価評定を全参加者が終了後，3 分間のフ

ィラー課題を挟み，語の自由再生が求められた。 

結果と考察 

実験参加者は，各尺度得点の中央値により分類

された。各認知スタイルの分類と感情価が偶発再生

課題成績に与える影響を検討するために，得点ごと

に認知スタイル×感情価条件（統制・ポジティブ・ネガ

ティブ）の 2 要因分散分析を行った。その結果，SOP

得点と J-OSIQ の spatial 得点では，認知スタイルの主

効果が有意であった。SOP 得点では認知スタイルは

視覚型が言語型よりも成績が高い傾向がみられた

（F(1, 96) = 2.89 p < .10）。spatial 得点では低群が高

群よりも成績が有意に高かった（F(1, 97) = 4.05, p 

< .05）。 

本実験では，認知スタイルの違いより感情的情報

処理が異なることを積極的に示す結果は得られな

かった。しかしながら，SOP による分類では群間

に差がみられ，VVQ による分類では差がみられな

かったことから，SOP の方が認知スタイルの違い

を鋭敏に測定できることが示唆された。一方で，

spatial 得点による分類で差がみられたことについ

ては，今後より詳細な検討が必要であるだろう。 
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